
総合評価
極超音速で飛来するHGV脅威に早期により遠方で対処するため、誘導弾の高速・長射程化や高高度領域での高応
答性を実現するための大型ロケットモータ技術等の必要性は理解できるとともに、様々な外部システムと連接し複数の誘
導弾による迎撃を行うことで、高い機動性を有するHGV脅威に対する対処能力向上が期待できる。
また、先行研究における高高度迎撃用飛しょう体の複合制御技術や対空誘導弾高速化光波ドームの要素技術等を
十分に活用することにより、研究開発の効率化を図っていることから、本事業に着手することは妥当であると判断する。

インプット
（資源）

アクティビティ
（事業内容） 研究目標等（初期）

アウトプット
（技術の確立）

アウトカム（成果目標）
技術の適用計画・運用構想

（中長期）研究試作

年度 5 6 7 8 9 １０ １１ １２ １３
実
施
内
容

高速・長射程
飛しょう機能

誘導弾の高速化及び長
射程化のための大型ロ
ケットモータ技術、高速環
境に適応した高温環境
下機体構造耐熱技術、
並びに、高速・高温環境
下シーカ技術の獲得

高高度領域
高応答飛しょう機能

サイドスラスタ及び空力操
舵により高高度領域で高
応答性能の実現する高
高度高速飛しょう複合制
御技術の獲得

ＨＧＶ等への対処機能
を確立する。
・システム設計
・基本設計
・試作品（ロケットモータ
供試体、シーカ供試体、
プログラム弾供試体、全
機能弾供試体）

所内試験

ネットワーク交戦機能
様々な外部システムと連
接しネットワーク交戦技
術を獲得

技術的課題の解明

大型ロケットモータ技術
高高度高速飛しょう複合制御技術
高速環境下シーカ技術
高速環境下機体構造耐熱技術
ネットワーク交戦技術

技術の適用計画

AD-SAM（※２）
として将来のミサイル
防空システムの実現
を目指す。

将来の運用構想
HGV脅威に対処す
るため、ネットワーク
交戦機能により、各
種センサから情報を
収集、射撃計画を
立案する。立案した
射撃計画に則り、遠
方でHGVの迎撃を
実施する。

総事業費
（予定）

約２,４３９億円※
(９か年計画)

※試験のための試験研
究費は別途計上。

実環境での試験及びシ
ミュレーションにより、機
能の確認を行う。

※２ AD-SAM（Area Defense Surface to Air Missile）

高高度迎撃用飛しょう体
技術の研究試作、高耐
熱性ＣＦＲＰモータケー
スの研究試作、対空誘
導弾高速化光波ドーム
の研究試作、防空ミサイ
ル用弾頭の研究試作の
成果を活用

本事業（研究試作）

所内試験 所内試験

ロジックモデル（HGV対処用誘導弾システムの研究）
【事業の概要】
マッハ５を超える極超音速で、高高度領域を高い機動性を維持しながら飛しょうするＨＧＶ（※１）脅威に対処するため、将来の総合ミサイル防空システムに
必要な「高速・長射程飛しょう機能」、「高高度領域高応答飛しょう機能」及び「ネットワーク交戦機能」を有するＨＧＶ対処用誘導弾システム技術を確立する。
※１ ＨＧＶ（Hypersonic Glide Vehicle）：極超音速滑空兵器

現状・課題
近年、周辺国において、ＨＧＶ等の極超音速兵器の開発が活発化しており、その性能を確認するための発射試験が実施されている。極超音速
兵器は、その速度と機動性から既存装備品での探知や迎撃が困難である。本研究はそのような脅威に対処する迎撃用誘導弾に必要な機能・性
能の獲得を目指すものであり、周辺国における極超音速兵器の開発状況を踏まえれば、早期に着手する必要がある。

【政策目標】（大綱との関
係）
・技術基盤の強化
重要技術に対して選択と集
中による重点的な投資
【施策目標】（中期との関
係）
・技術基盤の強化
重要技術に対して重点的
な投資を行うことで、戦略
的に重要な装備・技術分
野において技術的優越を
確保

インパクト
（我が国の防衛への効果）

HGV 誘導弾

発射機

射撃管制

高速・長射程飛しょう機能
高高度領域高応答飛しょう機能
ネットワーク交戦機能


